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　今、情報はあふれているものの、どの情報を信頼
していいのかわからない状況に私たちは置かれてい
ます。アフガニスタン、パレスチナ、イラクと次々
と戦争があるたびに既存の大手メディアへの信頼感
は少しずつ薄れ、あらゆる情報にバイアスがかかっ
ていることを、誰もが感じています。戦争前に戦争
誘導型の記事が現われたり、その戦争の遂行に水を
差す記事や写真は、編集部の上層部に差し止められ
たり、「読者投書」欄の意見も注意深く除かれてい
ます。
　アフガニスタンの戦争でもイラク戦争でも、現場
から責任を持って報告するフォトジャーナリストは
いないわけではありませんでした。でも日本ではそ
うした写真が陽の目を見ることは比較的少なかった
のが実情です。日本のメディアがそうした写真をあ
まり掲載したがらなかったからです。

　すぐれた写真を撮るフォトジャーナリストは存在
する。しかし発表するメディアが少なすぎる。つく
づくそう思ったのです。
　日本のフォトジャーナリズムは、今、危機に瀕し
ています。志あるフォトジャーナリズムが消えてい
くことは、時代が恐ろしい方向に突き進んでいくの
をチェックできないということなのです。時代を読
み取る目を失うということなのです。
　新聞のネット移向、テレビ離れなど多くのことが
言われていますが、内実のことが語られないことは
まれです。何を伝えなければならないか、何を知ら
なければならないのか。DAYS JAPAN は声に応えて
いきたいと思っています。
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デイズジャパンとは
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